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研究成果の概要（和文）：全国の小中学校で始業前に行われている朝読書などの時間で、美術作品などを鑑賞す
る取り組み『朝鑑賞』を行う事で、学力向上や自己肯定感の向上が確認できた。また教師の指導力の向上も認め
られ、主体的対話的で深い学びを進める基礎能力の獲得につながっていった。本研究では全国の学校で朝鑑賞の
取り組みができるようにWEB上に大学生の作品を掲載し誰でもアクセスできるようにすると共に、全国各地の小
中学校等で朝鑑賞の導入に向けてのレクチャーを行い、長野県東御市では市内全小中学校での取り組みが始まっ
た。朝鑑賞は生徒及び教師のWell Beingを実現させる取り組みとなることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：It has been confirmed that the ``Morning Appreciation'' initiative, which is
 held at elementary and junior high schools across the country and involves viewing works of art 
during morning reading time, leads to improvements in academic ability and self-esteem. Teachers' 
teaching abilities have also improved, and they have acquired the basic skills to promote 
independent, interactive, and deep learning. In this study, we made university students' works 
available for anyone to access online so that morning viewing could be implemented in schools across
 the country, and we also held a lecture to introduce morning viewing to elementary and junior high 
schools nationwide. In Tomi City, Nagano Prefecture, efforts have begun at all elementary and junior
 high schools in the city. It became clear that the morning viewing was an initiative for students 
and teachers to realize their own happiness.

研究分野： 美術教育

キーワード： 鑑賞教育　対話　朝鑑賞　学校経営　コミュニケーション能力　不登校　自己肯定感

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
週に１回、始業前の１０分程度、生徒と教師が美術作品から感じたことを言い合う対話を通して､生徒の学力の
向上が確認できた（全国学力調査等）。また、自己肯定感の高まりや、それに伴うメタ認知の向上が認められ
た。不登校傾向の生徒の改善や、緘黙の児童が手を上げるなどの出来事も起きた。一方,調査校の4校中１校で変
化が認められなかった。我々の観察では教師の朝鑑賞に対する理解が不足している点が確認できた。
社会的な意義としては、学校教育で不足している非認知能力の獲得,批判的思考やコミュニケーション能力など
の21世紀型学力の獲得に有効であり､どこの学校でも導入できるシステム構築を提案できる研究となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ−１９、Ｆ−１９−１（共通）

１． 研究開始当初の背景

(1) 平成 28 年に学習指導要領が改訂となり、主体的対話的で深い学び（アクティブラーニング）が
学び方の方法として示された。先行研究で朝鑑賞は教師の対話力を向上させファシリテーション能力
の獲得を実現させることが明らかになっている。本研究課題の「Society5.0 に向けて学校運営で取り
組む朝鑑賞のシステム構築」はそのような教師の対話力の育成に必要な活動となる。GIGA スクール
構想の実現下ではタブレットなどの ICT 器機を使った鑑賞プログラムの構築も急がれている。学校教
育のデジタル化の導入､ 新たな教育課程の実現という時代の要請に基づき、本プロジェクトの効果測
定とシステム作りと効果測定が重要であると考えた。

(2) 本研究の朝鑑賞の取り組みについては２０１６年より所沢市立三ヶ島中学校と坂戸市立桜中学校
で先行研究を開始した。その中で学力の向上や自己肯定感の増加が確認された①。しかし調査校が２
校であり、学力向上に効果がある点を立証する上で客観的なデータとは言えない状況であった。客観
的なデータを収集するためには複数校での実践と検証が求められていた。

(3) 朝鑑賞を行う上での効果的な鑑賞作品の傾向を調べる必要も生じた。特に実践校ではどのような
作品が鑑賞をする上で効果的かを教えて欲しいとの要望が多く、子どもの発言の引き出しやすさ、ま
た関心を持つ作品傾向などを調べることが朝鑑賞の普及や活動の充実度に大きく影響を与える。その
様な調査も未だ十分であり傾向を示した事例がほぼない状態である。

２．研究の目的

(1) 朝鑑賞のシステム開発 - デジタル化への対応
朝鑑賞を広げ、一般化できる取り組みとするには、鑑賞活動における鑑賞教材のデジタル化が必要で
ある。今までは実物の絵画作品の貸し出しで鑑賞を行っていたが、輸送にかかるコストなどの経済的、
物理的な条件が朝鑑賞を広げる障害となっていた。その障害を取り払うための方法として、鑑賞教材
のデジタル化に取り組んでいく。また、朝鑑賞の普及を考えると全国各地の学校で取り組める汎用的
なプログラムが必要である。鑑賞作品の確保についてのシステムや、各学校を巡回する鑑賞作品のロー
テーション、成果の共有システムなどの構築も必要となる。成果共有に関してはタブレットで入力で
き、また活用できるデータベースの作成も必要だ。さらには地域によっては持続可能な活動を目指し
た美術館などの地域連携開発（青森県八戸市 , 長野県諏訪市）、地元の大学や作家、教育委員会との
協働により運営するシステム構築などのモデルづくりに関する提案も取り組む必要があろう。朝鑑賞
のデジタル化を進める上での課題や効果を明らかにし，実践しやすいシステムの構築を図っていく。

(2) 鑑賞作品の検討 
朝鑑賞の成果を測るためには提供する作品の質に関した比較にも取り組みたい。また、鑑賞を深める
ために個々の作品が持つ造形的な言葉（造形的な視点）の研究も必要である。作品を注意深く見よう
とする造形的な視点の獲得が、科学的な観察や思考を後押しし、身の回りの状況に対しても注意深く
観察するする力につながると考えている。その際、朝鑑賞をデジタル画像で見せた場合と実物で見せ
た場合との効果測定や検証が必要となる。このような作品提供のシステムづくりについて研究をする
必要がある。

(3) 朝鑑賞を通してこれまで把握できていない効果や能力の獲得状況を把握
先行研究では教師のファシリテーション能力や、生徒の学力向上については成果が認められてきた。
ここではそれらの能力以外にどの様な効果が現れるか、実践を観察しながら分析し考察していく。ま
た、デジタル化とこれまでの実物で行う取り組みと比較して、獲得できる能力に差があるのか、また、
デジタルならではの効果等は見られるのかなど、実践を通して検証していく。

３．研究の方法

本研究は朝鑑賞実践校を複数設定し、継続的な観察によるデータを蓄積し考察していく。実践校は所
沢市立三ヶ島中学校、所沢向陽中学校、坂戸市立桜中学校､ 川口市立鳩ヶ谷小学校を設定した。それ
らの学校には定期的に通い実践の観察や教師などからヒヤリングを重ねていく。定期的にアンケート
やルーブリック調査を依頼して、得られたデータを考察していく。朝鑑賞のシステム開発では朝鑑賞
作品を集めた情報サイトを作成してその利用の仕方について考えていく。



４．研究成果

(1) 朝鑑賞のシステム開発
朝鑑賞を全国どこでも、誰でも取り組める
取り組みにしていくためには物理的な制約
を取り払うことが求められる。

①グーグルフォトによる朝鑑賞作品のリン
ク
朝鑑賞に使用する鑑賞作品を実物作品から
デジタル作品に変えていくことにより、全
国どこからでも WEB を通して作品の使用
が可能となった。研究当初はデジタルカメ
ラで作品を撮影し、グーグルフォトに貼り
付け，そちらのリンクを伝えていた。実践
校ではリンク先にアクセスし、教室前面に
あるモニターや生徒が持参するタブレット
などを介して作品鑑賞を行った。この方法
だと、作品画像を拡大し、細部の確認がで
きる点にメリットがある。またリンクを張
ることによって朝鑑賞に関する情報を利用校に伝えることができた。

②朝鑑賞作品の WEB サイト構築
朝鑑賞の拡大に際して、もっと簡便に朝鑑賞のデジタルデータの提供を可能にしたのが専用ウェブサ
イトの構築である。こちらはサイト名を伝えるだけで検索が可能であり、朝鑑賞作品の利用拡大につ
ながっていった。一方、利用者との情報交換は途切れ、その成果の収集などの共有は不可能となっ
た。この 2 つの画像提供の方法は , それぞれ役割が異なるので今後も平行して使用していく。( 写真上 :
ウエブサイトにデジタル画像の提供「MUSABI100」

(1) 実践校の拡大

①実践校の広がり
研究当初 2 校での実践であったが、年を経る度に実践校が増えていった。その理由は、今日的教育
課題において朝鑑賞の効果が周知されていったからである。茨城県では茨城県立総合教育センターの
STEAM 研修講座で行った講演が契機となり複数の実践校が生まれ、その成果が翌年の研修等で紹介
された。実践を始めようとしている学校から研修依頼も受け、朝鑑賞の理解を広めていったことも大
きい。長野県では芸術文化県を目指す政策のもと、県の文化振興課と長野県芸術振興財団が県内美術
館の作品利用と鑑賞教育の推進を行う取り組みとしてプログラムに組み入れられて、県内 4 地区で
対話鑑賞講座を開いて朝鑑賞の紹介を行った。鳥取県では朝鑑賞が不登校対策になる点に着目した県
議会議員が教育員会や美術館に働きかけ、鳥取県美術館を中心に全県で取り組む動きが出てきた。一
方埼玉を中心に朝鑑賞の実践を体験した教員の異動により広がりを見せた事例も出てきた。坂戸では
教頭会で朝鑑賞の研修が行われ，県教育センターの研修においても紹介されるなど朝鑑賞という活動
について知られていった。

② 実践成果の収集
研究開始時の実践校は 2 校であったが、最終年度は連絡が取り合える実践校は 17 校に拡大した。そ
のうち４校を抽出して継続的に観察してきた。この 4 校の実践では教師の資質能力の向上や，生徒
の学力、自己肯定感などの向上についてデータ収集をした。主な内容は生徒アンケートや教師へのヒ
ヤリングである。生徒アンケートでは生徒が朝鑑賞に対してどの様な印象を持っているかを調査し、
肯定的な意見が約 9 割であった。教師ヒヤリングでは児童生徒の成長を実感的に捕らえた回答など
朝鑑賞の効果に期待する意見が出ると共に、朝鑑賞について消極的な意見を持つ教師などの考えを知
る事ができた。その主な意見は，管理職等からの指示でやらされ感を抱いており、また、すぐに効果
が出ない点において，取り組みの意義を実感できないという意見であった。その様な教員は取り組み
を始めて 2 年未満の教師が多い。小学校と中学校での実践を比較すると、小学校の方が比較的導入
に壁がなく取り組めて成果も出やすい。日頃の授業スタイルが影響していると考えられる。一方、中
学校は教科担任制で、小学校に比べ対話に慣れてない実態があり、導入に時間がかかる。



(3) 研修制度の改善

①経験格差を解消する動画作成
朝鑑賞のシステム開発においては、実践の中で浮かび上がった継続の難しさを解決する必要がある。
すなわち教員の異動に伴う新規に取り組む教員のスキルアップについて，２本の動画（写真上）を作
成した。これは２年以上朝鑑賞を経験した教員と始めて取り組む教員との実践力の差が，実践継続の
壁になる問題である。新年度異動してきた教員にとっては初めての取り組みであり、すでに経験して
いる教師との乖離を生んでいた。その乖離を埋めるため実践前に理論研修を行う動画を作成した。

②体験型ワークショップを導入した研修
朝鑑賞の理解を進めて行く上で重要な取り組みは演習である。理論的に理解してもファシリテーショ
ンができるとは限らない。当初は理論的な説明を行った上で演習を行ったが、後半は演習を行って、
その間、受講者の頭の中で何がおきていたかを語り合う研修とし、まとめとして理論的な補足を行っ
た。この方法が最も効果的であると考える。

(4) その他

①行政主導の取り組み
朝鑑賞を普及する上での課題は行政単位での組織的な運営である。ほとんどの実践校は各学校長の主
導のもとで行われており、校長の異動とともに終わる傾向がある。長野県東御市では筆者の働きかけ
により市の文化スポーツ振興課と教育委員会との協働で取り組むことになり、市内全７校で実施と
なった。市ではこの取り組みを未来に向けての人づ
くり地域づくりと捉え、教育委員会では不登校対策
と捉えた。行政と教育委員会との協働により､ 小中
の連続が可能となり市内全校での比較が可能となっ
た。この実現は研究最終年度の取り組みとなったた
め、成果検証はまだ出ていないが、今後継続的な観
察によってその成果が確認されていく事になるだろ
う。( 写真右 ･ 次頁：市内全小中学校の保護者に配布
した朝鑑賞のリーフレット。2024 年 3 月 )

②美術館主導の取り組み
朝鑑賞は学校主体であるがそのシステム作りに関し
ては美術館との連携が可能性を開いていく。長野県
では信州アーツカウンシルが主体となって朝鑑賞導
入に向けて対話鑑賞の講習会を県内各所で開催した。
長野県東御市も２つの美術館「梅野記念絵画館」と「丸
山晩霞記念館」が絡んでいる。その 2 館が所有する
作品をデジタル化して武蔵野美術大学の朝鑑賞作品
と併用して進めている。美術館にとっては鑑賞人口
を増やす取り組みとして位置づけられる。鳥取県も
県立美術館が主体となって進め、八戸も市立美術館
が活動の中心となっている。これらの活動について
は筆者が美術館等に説明をし、活動の内容を理解し
ていただいた上で共同研究として進め､ 今後も継続
して取り組んでいく。
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